
 

学校名　三原市立西小学校

改善方策

     １０月      ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

働
き
方
改
革
の
推
進

新しい時代の
教育に向けた
持続可能な学
校指導・運営
体制を構築す
る。

「公立学校の教育職
員の業務量の適切
な管理その他教育職
員の服務を監督する
教育委員会が教育
職員の健康及び福
祉の確保を図るため
に講ずべき措置に関
する指針」に基づい
た取組の構築と推進

・1カ月の在校時間の総
時間から条例等で定めら
れた勤務時間の総時間
を減じた時間が45時間を
超えないようにする。
・1年間の在校時間が総
時間から条例等定められ
た勤務時間の総時間を
減じた時間が360時間を
超えないようにする。

100％
88.0% 88% B

〇各月45時間を超えない
４月0/25人　５月0/25人　６月15/25人　７月
0/25人
８月０/25人　９月　3/25人

〇教職員の時間管理能力の向上を図る。
・１週間の時間外勤務時間の把握と今後の計画
の作成
〇管理職による勤務時間の把握と指導
・個々の勤務時間の把握と個別の指導

○

○児童と関わる時
間は大切にしてほ
しいと思う。
○もっと予算をつけ
て人的に余力をつ
けなければ１００％
の達成は難しいと
思われる。
○コロナ禍におい
て体制の構築は難
あり。自己の改革
が急務。

『主体的学び』に関する
児童アンケート肯定的評
価

８５％
以上

83.0% 98% B

・コロナウイルス感染症のため休校が続き，全学年の
単元を含めて進めるという状況で，授業スタイルが確
立できていない。その為，課題に対して問題を見つけ
たり，やってみたいという意欲をもったりできていない
児童がいる。
・自分の意見を「分かりやすく」伝えるという意識もま
だ低い。（７８％）

・児童の思考が繋がりやすいようにカリキュラムマネジメント
を見直し,各教科との関連を図りながら課題発見の過程を重
視した授業展開を行う。
・単元の中に，「やってみたい」と意欲をもてる時間を仕組
む。
・自分の意見を，思考ツールを活用して書くなどして，話し合
いに参加しやすくする。

○

①
国語　７２．１％
算数　６７．３％
平均　６９．７％

87% B
・全国学力では国語は,要旨をまとめること，算
数では，考えを順序良くまとめることなどの定着
が低い。

・各学年で正答率が悪かった問題や誤答の分
析を行って課題を明らかにし，２学期からの復
習時間を設けたり，再度同じ問題や類似問題に
取り組み，定着を図る。

○

②
８８．５％

110% A

・１，２，４年生において目標値を達成することが
できたが，３，５，６年生において達成できなかっ
た。最後まで解こうとする意欲が高まってきてい
るが，まだ十分とは言えない。問題の意図や解
答の仕方を理解できていないのが原因と考え
る。

・読みのプリントを週２回宿題として出して，様々
な形式の問題に触れさせ，問題の意図を的確に
読み取り，どのように解答したらよいか等を学ば
せるようにしていく。・独自のフォローアップを作
成し，取り組ませる。

○

合唱と読書活動等
の充実と奉仕活動
等を通して，豊か
な感性・豊かな心
の育成を図る。

『自らへの自信』に関する
児童アンケート肯定的評価

低９０％
中８５％
高７５％

以上

低85％
中73％
高76％

94% B

高学年は，目標を達成することができた。しか
し，低学年は目標値より5％，中学年は目標値
より12％低い。全体的に自己肯定感が低くなっ
ている。学校行事がなくなったことで，児童の学
校生活への意欲が下がっていることが原因とし
て考えられる。

学校活動や行事が制限されている中でも，学年
で出来る活動を考える。また，学級では，特別
活動を充実させ，児童が主体的に活動できるよ
うに仕組む。 ○

組織的・計画的
実施により児童
の体力の向上を
図る。

①体力テスト全国及び県平
均値以上達成率

②２学期に行った重点項目
の自己目標達成率

①
75%
以上
②
85%
以上

①立ち幅跳び
50％

反復横跳び
91.7％

94% B

・反復横跳びについては，ほぼ全ての学年で県
平均を上回ることができた。外部講師による職
員研修等で動きのコツを伝えることができたた
めと考えられる。しかし，計測時期が例年より半
年遅く，身体の成長に伴って記録が向上した可
能性もあるので，次年度に向けて取組を行って
いく。
・立ち幅跳びについては，男女共に課題が見ら
れた。長期休業による運動不足・筋力不足が原
因と見られる。

・敏捷性・跳躍力等を意識したサーキットトレー
ニングや，外部講師の指導を活かした動きづく
りを行っていく。
・体育委員会等を活用して，体幹強化等を意識
した家庭学習「体力アップ」の実施を定着させて
いく。

○

食教育や保健・
安全教育の推進
により，自己管
理能力の育成を
図る。

『食育』『保健・安全』に関す
る児童アンケート肯定的評
価

75%
以上

79.0% 105% A

・「体を動かすことは楽しい」児童は91％，「進ん
で外遊びをしている児童」は70％であった。
・「給食を時間内に食べきっている」児童は76％
で，目標を達成しているものの，残食する児童
は固定化している。コロナ禍の影響で，給食を
食べる前に減らすことが難しいことも原因である
と考えられる。

・「外遊び週間」等を設けて，児童が外遊びをす
るように働きかけていく。
・時間配分を工夫させ，自分が食べられる物を
できるだけ食べることも指導していく。

○

地域に愛着と誇りを抱き，
夢の実現に向け自ら学びを求め，行動できる子どもの育成

・教職員の時間管理能力の向上
・学校経営会議や部会を通して業務の精
選及び学校行事等の見直しや改善

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

健
や
か
な
体
の
育
成

自らの体力と
健康を向上さ
せ，自己管理
能力の育成を
図る。

「たくましく」健
やかな子ども

B

豊
か
な
心
の
育
成

様々な人や事
象とのかかわ
りを通して，
社会性や豊
かな人間性を
培う。

「なかよく」心
豊かな子ども

学年（学級）ごとに児童の実態に応じた合唱に取り
組み，仲間意識や表現力の育成を図る。また日常
的な音声表現活動（詩や短歌・俳句等の音読・暗
唱）を通して，自己表現に自信を持たせる。

特色ある地域の学
習材や人材の活
用と交流を通し
て，地域を想う心
情を育てるととも
に，社会貢献意識
と規範意識の向上
を図る。

主体的に学び
合う児童を育
成し，学力の
向上を図る。

「かしこく」自
ら学ぶ子ども

「主体的・対話
的で深い学び」
を意識した授
業を通して，本
校で育成を目
指す資質・能力
をもった，自ら
学ぶ児童の育
成を図る。

令和２年度　　学校評価表

西小学校「家庭学習の手引き」をもとに保
護者に対して家庭学習の協力を促し，家
庭学習の習慣化と充実を図る。

m
コメント

評価計画

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　自分を愛し，夢を語る児童の育成

【ビジョン】（自校の将来像）　地域・保護者の信頼を得，心から「西小で学んで良かった」「通わせて良かった」と誇りに思われる学校

ｅ　目標達成のための方策c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標
l   評 価

ａ　学校教育目標

校番（　０５　）

自己評価

ｉ
達成度

n
改善方策

確
か
な
学
力
の
育
成

○家庭を巻き込ん
だ教育活動は模索
できないだろうか。

○自己評価におい
て，達成値に対し
て，評価が厳しいと
思われる。
　
○子供たちも限ら
れたカリキュラムの
中で問題点等を理
解しつつ，成し遂げ
てゆく姿に驚嘆しま
す。

『西小がんばりタイム』を設定し，学年課
題に応じた基礎学力の定着を図る。

本校の研究主題に全員で取り組み，仮説
の検証のために計画的な実践研究を行
い，研究主題に迫る授業がどこまででき
たかを互いに検証する。

①②③
８０％
以上

ｆ　評価項目・指標

学校関係者評価

ｇ
目標値

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

目標を達成することができなかったが，90％以
上の児童が「人の役に立つ人間になりたい」と
考えている。昨年度の肯定的評価は，95％で
あった。「自らへの自信」の課題と同じように，学
校行事がなくなったり，ふるさと学習の活動が制
限されたりしていることが児童の心の成長に影
響していると考えられる。

児童アンケートや体力テストの調査の結果分
析をもとに，課題克服のための取組（校内研
修，外部講師による児童への直接指導，小
中連携等）を充実させ，教職員の意識向上と
児童の体力向上を図る。

保健指導や委員会活動などを通して児童に
食物アレルギー対応などを含む食教育や保
健・安全教育の改善・充実を図り，児童の自
己管理能力の育成を図る。

特色ある地域の学習材や人材の活用，交流を通し
て，「ふるさと学習」やボランティア活動に全学年で
取り組み，社会貢献意識や規範意識の向上，お世
話になった方々への感謝の意を表す活動を通し
て，ふるさとを愛する心情と相手意識を育てる。

『貢献意識』に関する児童
アンケート肯定的評価

『主体的な学び』に関する児童
アンケート肯定的評価
・低　　家庭学習時間定着率
・中高　　自主学習定着率

①全国学力・学習状況調査
全国平均値通過率

②業者単元テスト国語科
「読むこと」全国平均値通過
率

③標準学力調査全国平均
値通過率

一人一人に役割を持たせることで，自己存在感
や自己有用感，自己存在感を高めていくように
する。また，「職員全体で全員の児童をみる」と
いう意識を持ち，担任以外も児童に積極的に関
わり，肯定的評価をしていく。

○

低学年
　８７．０％
中・高学年
　７６．０％

平均
８１．５％

90%

・自主勉強でどのような学習に取り組めばよい
か，クラスでよいお手本を提示するなどして意識
づける。
・頑張っていることを，シールを貼ったりポイント
を付けたり，コメントを書いたり表などに表したり
して，評価を可視化して児童の励みにする。

○

○教師はしっかりと
マスクをしていた
が，フェイスシール
ド・口元フェイス
シールドの着用は
どうだろうか。教師
の顔の表情や言葉
が聞き取りやすくな
るのでは。
○ハードルを上げ
てゆくことは必要な
れど，やりたくても
どうしても出来ぬ事
も出てきます。そう
した事も一つの評
価を与えるべきで
す。

○改善方策に大賛
成。日々の活動に
期待する。
○豊かな心は保護
者とのパートナー
シップが必要であ
り，学校の取組とし
ては現状として十
分であると思う。
○人間の内面に問
う所大きく，特別活
動とは何ぞやであ
る。

B

・家庭学習や自主学習そのものには取り組んでいる
が，より自主的な学習にまでは至っていない。
・低学年は家庭学習には取り組んでいるが，30分時
間いっぱいするという意識が低い。
・自主学習について，「指定されたページ数を上回る」
という指標を意識した指導が足りなかった。

95%
以上

93.0%

90%
以上

98%

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない
ハ：分からない。

別紙様式１


	提出様式

